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資 料 集

• 取組事例：地域課題について意見を聴く取組 ～東京都狛江市

• 取組事例：地域全体で実施する取組 ～宮崎県三股町

• 取組事例：教育現場と連携して意見を聴く取組 ～埼玉県三芳町

• 取組事例：首長が直接意見を聴く取組 ～山梨県韮崎市

• 取組事例：市民向けの取組の対象にこども・若者を含めている取組 ～兵庫県明石市

• 取組事例：こどものニーズを計画に反映した取組 ～鳥取県米子市

• 取組事例：地域課題についてこどもの意見を継続的に反映している取組 ～滋賀県甲賀市

• 取組事例：こどもの意見反映を継続的に行っている取組 ～福島県会津若松市

• 取組事例：複数テーマについて意見を聴く取組 ～宮城県

• 参考例：こどものセーフガーディング（こども家庭庁いけんひろば）

• 参考例：プログラムのタイムテーブル（こども家庭庁いけんひろば）

• 参考例：やさしい版の資料（こども家庭庁いけんひろば）

• 参考例：参加したこどもによる振返りアンケート（こども家庭庁いけんひろば）

• 参考文献：モデル事業に参加したこども・若者の声（令和4年度調査研究）1

• 参考文献：国連子どもの権利委員会「児童の権利条約一般的意見第１２号」2

• 参考文献：「意見を聴かれる子どもの権利を実施するための基本的要件」（児童の権利条約一
般的意見第１２号）解説 （「子ども参加のための9つの基本的要件－意味のある、倫理的な子
どもの参加のために」セーブ・ザ・チルドレン）3

1 https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-
d9dfceb6e8f2/9902c5b9/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_25.pdf
2 https://www.nichibenren.or.jp/library/ja/kokusai/humanrights_library/treaty/data/child_gc_ja_12.pdf
3 https://www.savechildren.or.jp/news/publications/download/nine-basic-requirements-Japanese.pdf

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/9902c5b9/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_25.pdf
https://www.nichibenren.or.jp/library/ja/kokusai/humanrights_library/treaty/data/child_gc_ja_12.pdf
https://www.savechildren.or.jp/news/publications/download/nine-basic-requirements-Japanese.pdf
https://www.nichibenren.or.jp/library/ja/kokusai/humanrights_library/treaty/data/child_gc_ja_12.pdf
https://www.nichibenren.or.jp/library/ja/kokusai/humanrights_library/treaty/data/child_gc_ja_12.pdf
https://www.savechildren.or.jp/news/publications/download/nine-basic-requirements-Japanese.pdf
https://www.savechildren.or.jp/news/publications/download/nine-basic-requirements-Japanese.pdf
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令和３年度～

子ども家庭部 子ども政策課

地域課題解決型子ども議会事業

約3,000,000円

小学校5年生～中学校2年生

地域課題について意見を聴く取組 ～東京都狛江市

対象年齢

予算

外部連携 政策への意見反映 こども・若者、担当者の声

• こどもが主体的に地域レベルの問題を発見し、課題
提起を行う「ワークショップ」を、７月～11月頃にか
けて８回程度開催。

• 一般公募で参加者を募集し、毎年15名程度が参加
している。

• こどもが考えた「身近な問題」を、グループワークや
ディスカッション、テーマに関連した地域人材（ゲス
トティーチャー）によるフィールドワーク等を通じて、
楽しみながら「地域の課題」へと発展させる。 これ
により、自分が住む地域や地域課題への理解を深
める。例えば、写真（上）のSUP体験を通して、多摩
川が身近な存在であることを再認識し、多摩川の
利活用の可能性及び環境について学んだ。

• 調査した結果をもとにグループ毎に解決策をまと
め、市議会議場にて市長等に直接提案・質問を行う。

• 一般公募で参加者を募集し、毎年15名程度が参加。

平成30年３月に、学校・家庭・地域が一体となって効果的に主権者教育を推進することを
目的として「狛江市総合的な主権者教育計画」を策定した（第1期：平成29年度～令和2年
度、第2期：令和3年度～令和12年度）。地域課題解決型子ども議会は、計画事業の一つと
して、こども世代の主権者意識を醸成する取組として開始した。

• 市の財政について話し、こどもたち
が実施したいことにどの程度のお
金がかかるのか等も学んでもらう
ため、参加したこどもたちからは、
「新しいことを学べた」、「参加して
良かった」等の声をもらっている。

• 議場で発表する経験を通じて、こ
どもたちの政治や行政への関心が
高まり、主権者意識が醸成される
ことを期待している。

狛江市HP ： https://www.city.komae.tokyo.jp/index.cfm/43,105894,584,html

地域団体、NPOが、ゲスト
ティーチャーとしてワーク
ショップの序盤でこども
たちへのインプットに協力
している（例：写真（上）の
SUP体験等）。

• こどもたちからの意見は、個別の
事業内容や、施設や場の運営に反
映している。

• 聴いた意見がどう反映されたか
についてのこどもたちへのフィー
ドバックについては、まだ体制が
整っていないため、今後どのよう
にフィードバックしていくかを検
討する。

取組名

担当部署

取組期間

取組背景

取組概要

• 議論するテーマは参加したこどもが決めている。直近のテーマの例は、地域の魅力や
特産品をあわせて活性化を考える「古墳から考える歴史や自然、そして枝豆」や、空き
家・空き店舗を活用する「子どもの居場所づくりで創る狛江の未来」等がある。
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0円
（別事業から派生した取組のため）

令和５年度～

中学生、高校生
企画商工課

（五本松交流拠点施設推進室）

まちづくり塾

地域全体で実施する取組 ～宮崎県三股町

取組名

担当部署 対象年齢

取組期間 予算

取組背景

取組概要

外部連携 政策への意見反映 こども・若者、担当者の声

• 町の予算やマンパワーが限られるなかで、町の事業機会を
活用して、町内事業者がまちづくり団体及び三股中学校と
連携して開催している。

• 三股中学校の生徒を主な対象として参加者を募集し、10名
程度の中高生が参加。

• 町の事業である「三股町交流拠点施設整備事業」を主なテー
マとしながらも、幅広くこどもたちのやってみたいことを引
き出し、大人がサポートすることで実現させようという取組
である。

• 例えば、交流拠点の予定地を活用して町民主体のマルシェ
を開催した際、「まちづくり塾」として出店するため、こども
たちがアイデアを出し、話し合いを進めた。マルシェでは、こ
どもたち自身が発案、計画、実施、振り返りの一連の流れに
携わる。

• イベント参加のような単発的な取組で成功体験を重ねつつ、
交流拠点のコンテンツメイクまでこどもの参画を発展させる
ことをイメージしている。

五本松団地跡地を活用して交流拠点を整備するという町の事業「三股町交流拠点施設整
備事業」に関わっている町内事業者が、「中高生や若者がメインの利用者になる施設なの
で、一緒に考えたい」という考えから、中学校校長に相談。校長の協力を得て中学生が参
画する「まちづくり塾」がスタートした。

• こども達が楽しんで参加
しているため、まちづくり
として成功だと感じてい
る。

• こどもからは、「規模の大
きなまちづくり事業に中
学生の自分が関われるこ
とがすごい、と思って参
加した」、「交流拠点の話
を聞いて、まちづくりに興
味が湧いた」等の声があ
る。

• 学校（小学校、中
学校、高等学校）、
教育委員会、地域
団体（自治会、商
工会等）、民間企
業、大学等、多様
な主体が塾に関
わっている。

• こどもにまちづくりを楽しんでもらうことを目的
に、「三股町交流拠点施設整備事業」の活動にお
いてこどもの意見を反映している。

• 大人とこどもが主体的に参加し、責任が生じる
環境に等しく身を置き、共同体となって取り組ん
でいる。こどもと結果を共有することでフィード
バックとしている。

• 今後はまちづくり塾の取組が政策やまちづくり
全体にどのような波及効果を生んでいるかにつ
いて、参画しているこどもたちに伝えていくこと
を考えている。
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0円令和４年度～

小学校5年生～中学生政策推進室 政策推進担当

計画策定時における小中学生アンケート調査

教育現場と連携して意見を聴く取組 ～埼玉県三芳町

取組名

担当部署 対象年齢

取組期間 予算

取組背景

取組概要

推進体制 こどもの意見の政策への反映
こども・若者、
担当者の声

• 令和4年度、第6次総合計画の策定
にあたって、町への愛着や将来イメー
ジ等について対象となる小中学生
（小学校5校中学校3校、小学校５，６
年生690人、中学生1,015人）にア
ンケート調査を実施した。

• 令和5年度、教育大綱の策定にあ
たって、対象となる小中学生（小学校
5校中学校3校、小学校５，６年生
462人、中学生993人）に、教育、こ
どものウェルビーイング等について
のアンケート調査を実施した。

• 小中学生がアンケートに回答する際
は、学校にて一人一台配布されてい
るGIGAスクール端末を使用してい
る。

計画策定にあたって、小中学生に意見を聞こうとアンケートを実施したのが始まりである。
令和4年度は第6次総合計画策定に向けた意見聴収、令和5年度は教育大綱策定に向けた
意見聴収を行った。

• 本取組の実施によっ
て、現在の小中学生
のありのままの気持
ちを把握することが
できた。

• 小中学生がまちにつ
いての詳しい知識を
持っていることがわ
かった。

• 学校に依頼をして、対象と
なる生徒にWebアンケート
に回答してもらった。

• 学校へは、校長会にて依頼
をし、依頼文を送付した。

【令和4年度】
アンケート結果は、第6次総合計画の策定過
程で学識経験者や町内外関係者が集まる会
議にて資料として提示し、施策を考えていく
上での参考とした。

【令和5年度】
アンケート結果は、教育大綱の策定過程で
学識経験者や町内外関係者が集まる政策研
究所にて資料として提示し、施策を考えて
いく上での参考とした。

三芳町ホームページ（2024年春掲載予定）：
https://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/town/chosa/kenkyu/katsudo_jyoukyo.html
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0円令和５年度～

中学生総合政策課 地域戦略担当

市長×中学生との意見交換会

首長が直接意見を聴く取組 ～山梨県韮崎市

取組名

担当部署 対象年齢

取組期間 予算

取組背景

取組概要

推進体制 こどもの意見の政策への反映
こども・若者、担当

者の声

• 中学校の各クラスのiPadと市長をオンラインで繋ぎ、
チャット等を通じた意見交換を行うなかで、市の課題や
未来のために取り組むべきことを考える機会にするこ
とを目的としている。

• 令和５年度は、中学3年生クラス全員を対象に、150名
に意見を聴いた。

• 市長と中学生の意見交換のテーマとしては、人口減少
問題を取り扱った。具体的にこどもから出た意見とし
ては、「共働きでなくてもこどもを預けられたり、職場
にこどもを預けられるようにする」、「小さいこどもがい
ても働きやすい職場を増やす」、「保育園待機児童をな
くす」、「こどもが安心して遊べる場所がない/少ない」、
「保育園、幼稚園、小中⼤学までの育児費用、教育費、
修学旅行費用、⼊学費用の補助/免除」等があった。

• 市長と中学生の意見交換には、GIGAスクール端末を
使用している。

• こどもからもらった意見については、検討を行い、政策
へ反映する予定がある。

韮崎市では、「子と親をまるごと育むまちづくり」を推進するなかで、こども家庭庁が掲げ
る「こどもまんなか宣言」の趣旨に賛同し、「こどもまんなか応援サポーター」として活動す
ることを宣言した。「こどもまんなか応援サポーター」宣言の取組の一環として、令和5年
11月1日に「市長と中学生との意見交換会」を実施した。

• 市が取り組む事業
を知ってもらう機会
となった。

• こどもからは、「市
長に直接意見を言
える場があるという
のは、とても嬉しい
ことだと感じた」、
「課題を改善するた
めに様々な意見が
聞けて良かった」等
の声をもらっている。

• 学校とは、まちづくりに関する意見
交換会を授業の一環として実施す
るため、教育委員会を通じて連携
している。学校からは、受験がある
ため、今後も同時期で開催する場
合は3年生以外の学年でお願いし
たいとの声があった。

• 意見交換会の説明資料のレイアウ
ト作成、当日の司会進行等の企画
面でNPOと連携している。NPOと
の連携は、他の事業に組み込んで
実施している。

• 当日こどもから出された意見について、
庁内の担当部署に情報の共有を行って
いる。各部署には、今後の事業に活かす
方向で検討を依頼している。

• 意見交換会に関わった中学生・保護者か
ら寄せられた疑問や要望等については
後日、資料配布によるフィードバックを
実施した。フィードバック資料としては、
A4サイズ（６枚分）を配布した。

• 意見の反映状況を公開するかどうかに
ついては、今後検討予定である。

韮崎市こどもまんなか応援サポーター宣言について／韮崎市：
https://www.city.nirasaki.lg.jp/soshikiichiran/kodomokosodateka/kosodateshientanto/1_1/8480.html
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0円 （今後予算化予定）令和5年度～

小学生～29歳
政策局 企画・調整室
市民とつながる課

タウンミーティング「こども会議」、 「若者会議」

市民向けの取組の対象にこども・若者を含めている取組 ～兵庫県明石市

取組名

担当部署 対象年齢

取組期間 予算

取組背景

取組概要

外部連携 政策への意見反映 こども若者・担当者の声

• 多様な市民に声を聴く取組の一環で、令和5年度に実施
した１２回のタウンミーティングのうち、第4回をこども
（小中学生）を対象とした「こども会議」、第5回を若者（高
校生～29歳）を対象とした「若者会議」として実施した。
参加者は「こども会議」が５９人、「若者会議」が４９人。

• こども会議では「わたしたちの未来の明石」を、若者会議
では「私たちの考えるこれからの明石のまち」をテーマに、
グループで話し合った。

• 参加者の率直な思いや考えを引き出すため、ファシリテー
ターが進行し、写真（上）のグラフィックレコーディングを
活用して話し合いの内容を可視化した。

• こども会議では、低学年・高学年・中学生をバランスよく
配置した５～6人の小グループに分かれ、アイスブレイク
の後、一人ひとりが付箋に書き出した「未来のまちをこう
したい」という思いを一枚の模造紙にまとめ上げた。

• 会場には市の施設を活用した。ファシリテーターやグラ
フィックレコーダーへの報償費・消耗品費を他事業から流
用することで、初年度は予算なしで実施した（参加者への
交通費等の支給もしていない）。今後は予算化して取組を
拡充していく予定。

「対話と共創」を掲げる新市長の方針のもと、市民との対話を通じて共にまちづくりを進め
るために、ワークショップ形式での市民向けタウンミーティングを開始した。同取組は、市民
の声を広く聴き、多様化・複雑化する市民ニーズや地域課題等を把握することと同時に、市
民に主体的にまちづくりに関わってもらう機運の醸成を狙いとしている。

• こどもが市の行政を身近なものと感
じ、「大人はこどもの意見を聞いてく
れる」と思ってくれるように取り組
んでいる。

• こどもの意見を施策に具現化するこ
とで、意見を出すことに意義を感じ
てもらい、主体的にまちづくりに関
わってもらえる仕組みをつくってい
きたい。

• 参加者からは「まちがもっと住みや
すくなるように私たちもがんばりた
い」といった感想もあった。

• 学校（小学校、中学校、
高等学校、高専、大
学）、こども食堂運営
団体、市民活動団体、
NPO等が周知に協力
した。

• 専門家の応援（グラ
フィックレコーディン
グ、ファシリテーショ
ン）及び地域を支援す
る財団による運営支
援（スタッフ派遣）

• 参加者同士でグループを作り、こど
も会議では模造紙に、若者会議で
はコミュニケーションツール「えんた
くん」に意見をまとめてもらう形式。

• どのような意見が出たかをホーム
ページで公表している。

• 参加者の意見を反映した事例とし
て、若者会議で「資源ごみ専用の回
収ボックスを設置してはどうか」と
いう意見が出たことから、紙ごみ専
用のリサイクルボックスを市役所敷
地内に設置した。

明石市HP ： https://www.city.akashi.lg.jp/seisaku/tsunagaru/maruchan-cafe.html
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0円令和4年度～

小学生こども総本部 こども政策課

子ども・子育て支援事業計画の中間見直し

こどものニーズを計画に反映した取組 ～鳥取県米子市

取組名

担当部署 対象年齢

取組期間 予算

取組背景

取組概要

外部連携 政策への意見反映 こども・若者、担当者の声

• 子ども・子育て支援事業計画の中間見直しにあたり、見
直し対象の事業（放課後児童健全育成事業）について、
保護者へのアンケート調査とこどもへのアンケート調査
を同時に行った。

• 市内23小学校、計7,843名のこどもとその保護者に
Webアンケート用QRを記載したチラシを配布した。回
答数はこども731件、保護者938件であった。

• 両調査の結果は、利用者数の見込みの算出だけでなく、
各種施策の方向性の検討に利用した。

• 既存の電子申請システムを活用したことで追加コストが
不要となり、スマホ等で回答可能なため郵送コストも不
要となり、あまりコストをかけずに実施することができ
た。

• 回答しやすくするため、こども向けアンケートは、簡素で
わかりやすいよう工夫した。

令和2年3月、幼児期の教育・保育の量的・質的確保および地域におけるこども・子育て支
援の充実を図ることを目的として、5年を1期とする第2期米子市子ども・子育て支援事業
計画（令和2年度から令和6年度まで）を策定した。計画期間の中間年である令和4年度に、
アンケートで確認している保護者の学童保育ニーズと実際の利用状況が異なることから、
学童以外のニーズもあるのではないかという仮説を持ち、保護者だけでなく、こどもにも
アンケートで意見を聴くことにした。

• こどもに対して、市が直接アプローチして情
報集約する手法を実践することができた。

• 子ども・子育て会議を通じて回答結果を公
開しているが、今後は、こどもの意見を聴く
際は、その結果をこどもに直接フィードバッ
クする必要がある。

• 回答率が低かったことから、同様の手法をと
る場合は、回答方法を複数用意し、GIGAス
クール端末等を使用することによってその
場で回答できるようにする等の工夫が必要
である。また、集計や分析に係るマンパワー
も課題である。

米子市HP（第２期米子市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しにおけるニーズ調査結果の分析について）：
https://www.city.yonago.lg.jp/secure/51736/r5-1 houkoku4.pdf

• アンケートの
チラシ配布に
あたり、小学
校の協力を得
て行った。

• 教育現場の負
担が増えない
よう、自宅で
回答する形と
した。

• こどもアンケートで、放課後どの
ように過ごしたいかを聴いたこと
により、学童の利用者数の量の見
込みの算出のみならず、こどもが
どのような居場所を求めている
のかについて把握することがで
きた。

• こども食堂、放課後こども教室等
の地域でこどもたちが安心して過
ごせる場所を増やす等、保護者と
こどもの様々なニーズに対応して
いくことを計画に盛り込んだ。

実際に配布したチラシ
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150,000円平成23年～

小学校5年生～中学校３年生
かふか２１子ども未来会議
実行委員会事務局

（教育委員会事務局 社会教育スポーツ課）

「かふか２１子ども未来会議」甲賀市子ども議会

地域課題についてこどもの意見を継続的に反映している取組 ～滋賀県甲賀市

取組名

担当部署 対象年齢

取組期間 予算

取組背景

取組概要

推進体制
こどもの意見の
政策への反映

こども・若者、担当者の声

• 市内小中学校・公民館・図書館、市民センターへのチラ
シ配布とインターネット募集によって集まった市内のこ
ども約20名が「子ども議員」として1年間活動する。

• 市長から子ども議員として任命されると、市内の各地
域･施設の視察、出前講座の受講、地域住民にボイス調
査を実施する等の学習・調査を行い、子ども議会に向け
て質問書･提案書を作成する（写真（上）は視察の様子）。

• 実際の提案では、市議会と同様に、質疑･提案に対して
市長をはじめ担当部署より答弁が行われる。

• 市からの補助5万円と、子ども議員の参加費10万円程
度の合計15万円程度で活動を行っている。活動資金が
少ないため、地域を見学する際には福祉バスを利用す
る等、市からの協力を得て活動している。

• テーマは産業・歴史・環境・福祉・交通・教育等から、参加
したこどもが決めている。直近のテーマの例には、「音
楽の力で甲賀市の活性化を」、「体育館にエアコン設置
を」等がある。

合併後５年経過した時期に、甲賀市青少年育成市民会議水口支部の活動において、次の甲
賀市を担う現在のこどもたちの育成活動に｢社会教育の立場から何かをやろう！｣という
発案があった。同時期に、滋賀県の「子ども県議会」へ見学に行ったことから、甲賀市でも
子ども議会を始めることになった。自分の住んでいる地域に愛着をもち、住み続けたいと
思うまちとして、甲賀市のことをみんなで考えていこうと「子ども議員」が活動している。

• こどもからの意見には、実現できるも
のとそうでないものがある。実現可能
性があまり高くない提言は、実現しな
かったとしても、新たな市の施策が生
まれるきっかけになるとよい。

• こどもからは、「人前で話すことに自信
を持てるようになった」、「異年齢の交
流・他の学校の児童との交流で教えら
れることがあった」等の声がある。

• 継続的に取り組んできたことにより、
市の出前講座での丁寧な説明やこど
もたちと市議会議員との交流が実施
されるようになった。

広報こうか No.342：https://www.city.koka.lg.jp/secure/23024/P02-03.pdf
かふか２１子ども未来会議HP ： https://kafuka21.jimdofree.com/

• 市民団体（かふか２１子ども未来
会議実行委員会）が主催、市・教
育委員会・議会が後援し、全面的
に協力している。

• 学校は、活動や募集の周知に協
力。

• 地域からこどもの学びをサポー
トするスタッフを募集。子ども議
員ＯＢの高校生・大学生をリー
ダーとし、青少年育成関係団体
員、教師、社会教育に関心のある
人等が無償で参加している（リー
ダーには交通費程度の支給有）。

• 議会でのこどもからの意
見のなかには、予算化し
て実現されたものがある。
例えば、こどもからの意
見によって歩行者信号が
長くなったり、図書館に
漫画が置かれたりするよ
うになった。

• こどもの意見に対する
フィードバックは、議会に
おける答弁のなかで、質
問・提案に対して可能な
限り実施している。



© 2023 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

9

40,040円平成20年～

中学生教育委員会 学校教育課

スクール議会

こどもの意見反映を継続的に行っている取組 ～福島県会津若松市

取組名

担当部署 対象年齢

取組期間 予算

取組背景

取組概要

推進体制 こどもの意見の政策への反映
こども・若者、担当者

の声

• 中学生が市政について学習し、地域について自らが考える
機会とするとともに、児童の権利に関する条約第12条に規
定する意見表明権の考え方を踏まえ、本市のまちづくりに
ついて様々な意見を提言し、市政への参加を進めている。

• 開催前には、開催校において生徒会を中心にして意見を集
め、代表者を選定したり、議長や書記の役割分担を決めた
りしている。

• 毎年１回市内の中学校、義務教育学校１校で他学校の代表
生徒を含めて開催している。

• テーマは参加したこどもが決定している。直近のテーマ例
は、「よりよい会津若松市のために～まちづくりの提案～」
である。

• 予算の用途は、スクール議会の消耗品購入である。

こどもたちにまちづくりについての夢やアイデアを提言する場を設け、 市政への参加意識
を高めるとともに、議会や市の行政の仕組等を学習してもらうことを目的に開始した。ま
た、国連の児童の権利に関する条約 第 12 条 に関連して、自己の意見を表明する権利を
確保することもねらいとしている。

• 地元への愛着や行政へ
の理解につながってい
る。 既に実行している
施策について知る機会
にもなっている。

• 本取組により、中学生
の意見表明の機会を確
保することができてい
る。

• こどもからは、市民と
しての自覚や市政への
関心の高まりにつな
がったとの声があった。

• 継続実施により、後輩
のスクール議会への参
加意欲の高まりが見ら
れる。

会津若松＋：https://aizuwakamatsu.mylocal.jp/article?articleId=652f7121162d6263bf7cdce2

• 開催校には、会場設営、
議会の運営、基本提言
（スクール議会で市に
提言する内容）等の準
備を依頼している。

• 各学校では、事前に提
言や質問についてこ
どもの意見を集約して
いる。 

• 市の各部局には、こど
もの意見に対する回
答の作成を依頼して
いる。

• 開催校以外の学校は、
代表参加生徒及び引
率者が出席、 当日は
再質問等の形で議論
に参加している。

• こどもの意見を政策に反映した例

• 基本的には議会の場でこどもの提言に対して実
現の可否等について市長や教育長等が回答して
いる。施設の設置等、財政上の課題や施策の優
先順位の課題等で提言の通りに実現することが
難しいものについては、一旦持ち帰り、後から理
由と合わせて回答するものもある。
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196千円平成28年度～

中学1年生～29歳環境生活部共同参画社会推進課

みやぎの青少年意見募集事業

複数テーマについて意見を聴く取組 ～宮城県

取組名

担当部署 対象年齢

取組期間 予算

取組背景

取組概要

推進体制 こどもの意見の政策への反映 取組成果

庁内各部局から募った意見募集テーマについての設問に、
本事業に興味をもってもらった中学１年生から29歳まで
の方に、オンライン上の電子申請システムや回答用紙で
回答いただくとともに、青少年同士及び担当課職員との
意見交換会を実施する取組である。令和５年度は、
（1）「こども政策への意見の聞き取りについて」、（2）
「痴漢撲滅に向けた方策について」、（3）「インターネッ
トやSNSに起因する非行と被害防止対策について」の３
つのテーマについて意見を募集した。
さらに、令和５年度はこども家庭庁が実施する「こども・
若者意見反映サポート事業」でのファシリテーター派遣を
活用し、意見交換会を実施しながら次年度以降の政策
への反映及び政策の改善を目指した。

青少年の社会参加意識を高め、地域で主体的に活躍できる人材を育成するとともに、
青少年の視点や意見を県政に反映させることを目的とし、宮城県の政策課題等につい
て県内の青少年を対象に意見募集を行うもの。あわせて、対面での意見交換会を実
施し、青少年同士で自身が持っている意見や考えを交換する機会を設けるもの。

本事業を通して、３つの政策テーマに対
する青少年の意見を聞くことができ、次年
度以降の政策の改善が見込まれる結果
となった。ほかには、人材育成という面から
も、自身の意見や考えを主体的に表明す
る機会を創出でき、青少年の社会参加
意識の醸成に寄与できたと考えられる。
さらに今年度は、こども家庭庁が実施する
「こども・若者意見反映サポート事業」を
活用し、こどもの意見反映についてのノウ
ハウを得られたことから、次年度以降の本
事業の改善も見込まれる。

宮城県HP：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kyosha/seisyo-monitor.html

テーマ担当課には、ア
ンケート項目などを検
討いただくとともに、意
見交換会当日に出席
いただいている。また、
ファシリテーターは、県
内のノウハウを持った
方と連携している。
（令和５年度は、こ
ども家庭庁から２名の
ファシリテーターの派遣
を受け入れた。）

アンケート結果及び意見交換会で出さ
れた意見について、テーマ担当課におい
て、個別事業内容への反映も含め検
討を行った。また、参加者などへのフィー
ドバックについては、令和４年度までは、
意見交換会への参加者にのみ実施し
ていたが、令和５年度においては、資
料としてまとめ、参加者に加えて、ホー
ムページで資料を公表する形式でフィー
ドバックを行った。
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参考例：こどものセーフガーディング（こども家庭庁いけんひろば）
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参考例：プログラムのタイムテーブル（こども家庭庁いけんひろば）
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参考例：やさしい版の資料（こども家庭庁いけんひろば）

※計画をかみ砕いてこども・若者向けに説明した環境省の事前説明資料（一部抜粋）
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参考例：やさしい版の資料（こども家庭庁いけんひろば）

※計画をかみ砕いてこども・若者向けに説明した環境省の事前説明資料（一部抜粋）
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参考例：参加したこどもによる振返りアンケート（こども家庭庁いけんひろば）
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二次元
コード
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